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5 月、佐藤庄誠さんの田んぼをお借りして田植えをした苗が立派な黄金色の稲

となって収穫の時期を迎えました。１８日（水）は５年生がその田んぼで稲刈り
体験をしました。まずは、コンバインが入れるように４隅の稲を刈りました。鎌
を使って上手にスムーズに刈っていく姿は、これまでの様々な経験の積み重ねが
感じられ、とても頼もしかったです。その後は、機械の力を感じながら、次々と
稲が刈り取られていく様子を間近で見学しました。最後は、手刈りした稲を運び、
脱穀しました。農作業の大変さ、機械の便利さなどはもちろん、社会科の米作り
の学習とも絡め、「農業」についての関心と理解を深めることができました。 

田植えや稲刈りなどの貴重な体験をさせてくださった佐藤さん、子どもたちの
指導でご協力くださった保護者の皆さんに感謝します。収穫したお米は、５年く
りっこ探検隊や親子レクなどで使わせていただきます。ありがとうございました。 

１９日（木）は４年生が田んぼアートの稲刈りを行いました。今回も桧木内小学校のお友達と一緒でした。
鎌を使って、初めは慎重な様子が見られましたが、慣れてくるとスピードもあがり、次々に稲を刈り取るこ
とができました。最後は、落ち穂拾いも丁
寧に行いました。 

行きは内陸線に乗り、刈り取り作業後は
観光客が乗っている車両に手を振るなど、
地域のよさや地域の一員であることを実
感した時間になりました。 

 
 
 
１８日は、西明寺地区運動会でお館様（戸沢 13 代当主戸沢家盛）を演じ

てくださった西宮さんを講師にお招きし、戸沢氏について学びました。西明
寺・桧木内が金の産地であったこと、運動会開会式でのシナリオである家盛
が見た「霊夢のお告げ」をもとに門屋から角館へ移ったこと、戸沢氏の家宝
である西館天神「霞の鞭」、19 代盛安の名君ぶり、豊臣秀吉との関わりな
どについて、エピソードを交えながら楽しくお話をしてくださいました。子
どもたちは、西宮さんのお話を、メモを取りながら真剣に聞き入っていました。 

２０日（金）はこの事前学習を生かし、「地域の基礎を築いた戸沢氏の足跡を体
感しよう！」をテーマに、実際に門屋城址や三獄神社、真山寺などを見学しまし
た。門屋城址では、本丸跡まで上り、城を守るために作られた土塁や切岸を実際
に見ることができました。子どもたちは、機械のない時代に、人の力だけで山を
削ったり土を盛ったりしたことに驚いていました。西宮さんは所々でクイズを
出してくれて、戦国時代に思いをはせながら楽しく見学することができました。
学校に戻ってきてからは、事後学習もがんばりました。２１代政盛は関ヶ原の
戦いで徳川家康につき、その後、常陸（茨城）そして新庄へ国替えのたびに力を
つけ幕府の信頼も厚くなっていく歴史を学びました。そして、「門屋にいた戸沢氏は領民からも尊敬され、実
力のあるすばらしい一族である」という功績を学び、運動会でのあの場面が「戸沢氏祭り」を受け継いでい
ることも実感することができました。地域を知り、地域への思いを深めることができた充実のくりっこ探検
隊になりました。西宮さんをはじめ地域学校協働活動推進員・実行委員、保護者の皆さんなどのご支援・ご協力に
感謝します。この後もどうかよろしくお願いします。 

 

実りの秋 ～５年生は稲刈り体験＆４年生は田んぼアート稲刈り～ 

６年 くりっこ探検隊 ～戸沢氏の功績をたどり門屋城址へ～ 



 
 

 
 
 

くりっこたちの活躍紹介 がんばった！おめでとう！ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今日の「さきげけ（４面 広告欄）」にも載っていました。 

２０２４あきたキッズプログラミングアワードに５・６年生が多数応募しました。 

その中で、 

６年 Ｙ.Ｉさん「ＳＭＩＲアプリ」 Ｙ.Ｓさん「健康四つ葉ロボット」 

   Ｒ.Ｙさん「防災めがね」 

が１次審査を通過し、２次審査に進みます！ 

 


